
「中 山 輝 也 様 の叙勲をお祝いする集い」 次第 

 

日 時：平成 19 年 12 月 6 日（木） 18 時～20 時 30 分 

場 所：ニューオータニイン東京「おおとりの間」 

 （敬称 略） 

 

司 会：（社）日本技術士会 副会長  岩熊 まき 

 

お祝いの独唱 二期会ソプラノ歌手 加藤 江美 

 

開会のことば （財）国民工業振興会 専務理事 吉武 進也 

 

会長挨拶 （社）日本技術士会 会長   高橋  修 

 

祝 辞 （社）日本技術士会 顧問 梅田 昌郎 

 

祝 辞 （社）日本技術士会 顧問 都丸 徳治 

 

謝 辞 旭日双光章叙勲者 中山 輝也 

 

記念品贈呈 （社）日本技術士会 顧問 佐藤  清 

 

花束贈呈                中日本建設コンサルタント(株) 理事 中西 利美 
（社）日本技術士会 常務理事 大谷 邦博 

 

乾 杯 （社）日本技術士会 顧問 清野 茂次 

 

＜会食・懇談＞ 

 

祝 辞 （有）ＳＹＳＢＲＡＩＮＳ 代表取締役 橋本 義平 

 

祝 辞 （社）日本技術士会 東北支部長 吉川 謙造 

 

祝 辞  オランダ人技術者業績研究会 代表 上林 好之 

 

祝 辞  （社）日本技術士会 専務理事 竹下  功 

 

祝 辞  （社）日本技術士会 北陸支部幹事 小熊 修徳 

 

音 楽 二期会ソプラノ歌手  加藤 江美 

シンセサイザー 法領田 れい子 

 

閉会のことば （社）日本技術士会 副会長 吉田 克己 

  

集合写真 



テーブル

Ａ （敬称略、氏名五十音順）

Ａ （○印：発起人）

テーブル テーブル

青葉　　尭 Ｆ 平野　輝美 Ｈ
池田　友久 Ｃ 福岡　　悟 Ｃ
稲垣　正晴 Ｆ 藤田　忠宏 Ｇ
井上祥一郎 Ｅ 保坂　彬夫 Ｇ

○ 岩熊　まき Ｂ 溝辺　哲男 Ｂ
○ 梅田　昌郎 Ａ 宮原　　宏 Ｆ

大谷　政敬 Ｇ 森田　裕之 Ｆ
岡崎　孝雄 Ｆ 安田　　晃 Ｃ
小熊　修徳 Ｂ 山口　　豊 Ｃ
奥村　貞雄 Ｄ 山崎　　宏 Ｄ
垣内　　直 Ｆ 吉川　謙造 Ｂ
粕谷　太郎 Ｅ ○ 吉田　克己 Ｂ
上林　好之 Ｂ ○ 吉武　進也 Ａ
神戸　良雄 Ｂ 吉田　　保 Ｇ
君島　光夫 Ｄ 渡辺　敬蔵 Ｃ
黒澤　豊樹 Ｄ
高堂　彰二 Ｈ （音楽家）

湖上　国雄 Ｅ 加藤　江美 Ａ
古西　義正 Ｃ 法領田れい子 Ｅ
小林　洋一 Ｄ
小針　輝夫 Ｄ （事務局）

小山　一男 Ｇ ○ 竹下　　功 Ｂ
近藤　英樹 Ｃ 大谷　邦博 Ｈ

斉藤　有司 Ｃ 西村　文夫 Ｈ

阪本　三郎 Ｄ 青木　章吾 Ｈ

○ 佐藤　　清 Ａ 渥美　純一 Ｈ

佐藤　直衛 Ｇ 秋山　　誠 Ｈ

清水　　進 Ｇ 中澤　浩介 Ｈ

杉本　泰治 Ｄ 籠原　一誠 Ｈ

○ 清野　茂次 Ａ 井上　勝彦 Ｈ

関矢　英士 Ｃ
高井　英雄 Ｅ （ご芳志を頂いた方）

○ 高橋　　修 Ａ 安藤　正博

田吹　隆明 Ｆ 井出　　宏

玉井　丈生 Ｆ 伊藤　　徹

茶木　英一 Ｂ 上野　曄男

辻本　仁一 Ｅ 内田　潤一

○ 都丸　徳治 Ａ 大島　紀房

長友　正治 Ｅ 笠原　弘之

中西　利美 Ｆ 北村　友博

中原　幸政 Ｆ 小出　　剛

中村　隆爾 Ｇ 是永　逸生

中山　直樹 Ｃ 高木　茂知

野村　　亨 Ｅ 立田　栄三

橋本　義平 Ｂ 永田　一良

畠山　正樹 Ｇ 藤井三千勇

畠中　武文 Ｄ ○ 本田　尚士

原田　武重 Ｅ 牧山　昭彦

樋口　晃敏 Ｇ 光岡　　毅

氏　名

参加者名簿

中山輝也様

中山和子様

氏　名

氏　名
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